
2017年7月、英国で5件目
となる海底送電資産の運営事
業権を在英国の当社100%子
会社Diamond Transmission 
Corporation Limited（DTC）社
を通じて取得しました。本件は、
英国北西部沖合約25kmの洋上
に位置するバーボバンクエクス
テンション洋上風力発電所（発
電容量25.8万kW）と、北ウェー
ルズ・デンビーシャー州に建設予
定の変電所を結ぶものです。資
産規模は約262億円で、2017
年末をめどに操業を開始し、事業
パートナーとともに20年にわたっ

て送電を行う予定です。今回の取
得に伴い、三菱商事は欧州で9カ
所、総送電距離約900km、総送
電容量約435万kWの海底送電
事業を運営することになります。

DTC社は、今後も海底送電資
産のさらなる積み上げを目指すほ
か、陸上送電線事業、国際連系
線事業などへの進出も検討して
います。

三菱商事は、温室効果ガスの
排出抑制につながる事業機会を
通じ、経済面のみならず環境面や
社会面への貢献を実現していき
ます。

ビジネス ハイライト

英国で海底送電資産の運営事業権を取得
地球環境・インフラ事業グループ

※農薬を製造・販売・使用するための許認可を取得する機能。安全性や効果 
　を実証するさまざまな試験データを整備するため、高い専門性が求められる。

2017年8月、バングラデシュ
で初めて建設される都市高速
鉄道（MRT）向け車両144両と

車両基地設備を、川崎重工業と
共同で総額約400億円で受注
しました。三菱商事は、一部車
両基地設備の供給と商務事項
の管理を担当します。

今回受注したMRT6号線は、
首都ダッカの中心地を南北に結
ぶ全長約20km、16駅で構成
する全線高架の路線です。ダッ
カでは、人口増加に伴う交通量
の増大により、慢性的な渋滞が

社会問題になっています。本件
は、道路交通からの交通手段の
転換を促し、渋滞緩和による都
市利便性の向上、経済損失の解
消、さらに温室効果ガスの削減
に資すると期待されています。
今後も、同国での鉄道車両ビジ
ネスを積極的に展開するなど開
発途上国での鉄道整備を通じ、
経済および社会の発展に貢献し
ていきます。

2017年9月、三菱商事は全
国農業協同組合連合会（JA全
農）と農薬の登録・製造・販売を
行う合弁会社の設立に合意しま
した。両社50％ずつ出資し、11
月に新会社ZMクロッププロテク
ションを設立しました。2018年
度からの営業開始を予定してい
ます。

三菱商事では、拡大する食
料・農業資材需要に応えるべく、

インドや中国における農薬の受
託製造機能や国内外における
販売事業に取り組んでいます。

新会社では、JA全農の強み
である「研究開発機能」「登録
機能※」と、三菱商事の強みで
ある「製造機能」「海外ネット
ワーク」との相乗効果を発揮し、
2021年をめどに100億円の
事業規模を目指します。このス
ケールメリットを活かし、農薬価

格の低減を実現することで、日
本の農業の競争力強化に貢献し
ていきます。

バングラデシュ初の都市高速鉄道を受注

農薬の登録・製造・販売のための合弁会社を設立

地球環境・インフラ事業グループ

化学品グループ

洋上変電所

英国で三菱商事が参画している
海底送電事業

ダッカMRT6号線車両のイメージ

バーボバンク
エクステンション

（25.8万kW）

ウォルニー1
（17.8万kW）
ウォルニー2

（17.8万kW）

シャリンガム 
ショール

（31.5万kW）

ロンドンアレイ
（63万kW）

DTC社

欧州海底送電事業を担う統括
会社として2013年に設立。資
産の保守管理業務を担う専門
チームを擁し、海底送電資産
の運営に携わっています。

半期のニュースをお知らせします。
ビジネスハイライト
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三菱商事と100%子会社の三
菱商事都市開発は、事業会社が
使用する産業用施設の開発・大
規模改修事業に参入しました。千
葉県内の冷凍冷蔵倉庫兼加工セ
ンターを主要用途とする産業用
施設2件を取得し、大規模改修を
行います。その総事業費は、テナ
ントの設備投資も含め約100億
円になります。本事業は、三菱商
事として初の特定用途の産業用
施設に対する大規模改修を含め
た開発事業となり、不動産業界
でもユニークな取組みです。

昨今、ROA／ROEを重視する
経営の浸透や、業界再編・経営合
理化に伴う拠点再構築ニーズな
どを背景に、企業が保有する不
動産（CRE※）の有効活用戦略を

重視する動きが高まっています。
三菱商事では、総合商社ならで
はの広範な企業ネットワークを駆
使し、CREのさまざまな課題に対
する最適なソリューションの提供
に積極的に取り組んできました。

今後もその強みを活かし、事業
会社向けCREサポートを一つの
柱として、不動産開発事業のさら
なる拡大を図っていきます。

産業用施設の開発・大規模改修事業に参入
～事業会社向けCREサポート～
新産業金融事業グループ

所在地
敷地面積
建屋延床面積

主要用途

【第1号案件】
千葉県市川市
約17,300㎡
約27,600㎡

冷凍冷蔵倉庫兼
加工センター

【第2号案件】
千葉県市川市
約3,300㎡
約5,100㎡

冷凍冷蔵倉庫兼
加工センター

産業用施設のイメージ

洋上プラットフォームの様子

施設老朽化 改修工事

改修工事
完了

三菱商事都市開発 保有

継続入居
三菱商事都市開発

土地建物購入

テナントA

既存テナント退去 新テナント向け改修工事
改修工事完了

三菱商事都市開発 保有
三菱商事都市開発

土地建物購入

テナントA テナントA

テナントB

施設老朽化 改修工事

改修工事
完了

三菱商事都市開発 保有

継続入居
三菱商事都市開発

土地建物購入

テナントA

既存テナント退去 新テナント向け改修工事
改修工事完了

三菱商事都市開発 保有
三菱商事都市開発

土地建物購入

テナントA テナントA

テナントB

スキーム概要
第1号案件（テナント継続入居）

第2号案件（新規テナント向け改修）

2017年10月、日本郵船、
JERA、JOGMECとともに参画
している豪州ウィートストーン
LNGプロジェクトにおいて、LNG

（液化天然ガス）の生産を開始
しました。

今回の生産開始はLNG生
産設備第1系列からのもので、
西豪州北西部沖合のウィートス
トーンおよびイアゴガス田から
産出される天然ガスが用いられ
ています。現在、第2系列の建設

作業が進行中で、第2系列の完
成後は両系列合計で年間890
万トンのLNGが生産される予定
です。

人口増加に伴う世界的なエ
ネルギー消費量の増加傾向や、
地球温暖化への対応として、ク
リーンなエネルギー資源である
天然ガスの需要は世界的に高
まっています。こうした中、本プ
ロジェクトは日本にとって重要な
供給源となるばかりでなく、官民

一体となったエネルギー資源の
確保という点でも大きな意義が
あります。三菱商事は今後も引
き続き、日本へのエネルギーの
安定供給に貢献していきます。

豪州ウィートストーンLNGが生産開始
エネルギー事業グループ

※CRE：Corporate Real Estate

ウィートストーン・
イアゴガス田

プロジェクトの位置図（豪州）
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